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　大切な命を救うためには、早い通報や現場にいる人によるＡＥＤの使用を
含めた心肺蘇生法などの応急手当が重要です。
　

　希望があれば、出向いて講習もしています。消防署に日時や場所、人数など
をお知らせください。※日程を調整させていただく場合があります。
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平成２１年の
火災・救急・救助の概要

■火災 件数は３２件。前年比で２件の
減少。１５件が建物火災でした。また、
「たき火」など人の不注意で起きる火災が
多く発生しています。火の取り扱いにな
お一層の注意をお願いします。
■救急 出動件数は２３９０件。前年比で
６６件の増で、１日当たり平均６.５回の
出動。搬送人員は２２８１人で、６５歳以
上の人が５４.２％と全体の半数以上を占
めています。
約６割が急病による出動で、以下、交
通事故、負傷などです。ドクターヘリの
出動要請は２１件でした。
昨年４月にスタートした夜間急病診療
には、月平均約１２０人の利用がありま
した。なお、救急車の適正な利用にも、
ご協力をお願いします。
■救助 出動件数は７０件で、全体の約
６割の４６件が交通事故によるもの。活
動件数は３１件で、救助人員は３３人でし
た。
■支援出動 件数は１９２件。６割以上
が救急隊の活動の側面支援でした。
■油流出処理 油流出処理のための出動
件数は３０件。多くは交通事故によるも
のです。
問い合わせ 消防署（1９２－８３４６）
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　大切な命を救うためには、早い通報や現場にいる人によるＡＥＤの使用を
含めた心肺蘇生法などの応急手当が重要です。
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毎月第３日曜日　9:30～11:30　消防本部開催中

住宅用火災警報器〔天井に設置したイメ
ージ〕。寝室や階段の天井への設置を
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■次世代育成支援行動計画
「総社っ子プラン」（後期計画）

１０か年計画の後期部分の平成２２年度
から２６年度までの計画で、子育て支援の
方向性や目標を定めるものです。
子どもに関する相談のワンストップサー
ビス体制の構築や、家庭のきずなを深める
ことや、産官学民が一体となった子育て支
援のまちづくり、多文化共生への取り組み
などを重点プロジェクトに掲げています。
閲覧・意見提出期限
３月１２日F（必着）

【担当：こども課】

■こども食育推進計画

平成２２年度から２６年度までが計画期
間で、行政や学校、家庭、地域などが食育
で取り組む指針を示すものです。子どもの
食育を通じて、大人の食育にも取り組むこ
ととしています。
「感謝」「楽しむ」「食欲」「食べる力」の
４つをキーワードにし食育を進め、食文化
の継承、地域の特性を生かし市民協働の食
育の推進などの方向性を示しています。
閲覧・意見提出期限
３月１２日F（必着）

【担当：こども課】

■総社市行政改革大綱・
総社市定員適正化計画

行財政全般の見直しを行おうと平成１８
年３月に策定した「行政改革大綱・定員適
正化計画」を引き継ぎ、今後の行政改革の
指針を示したものです。大綱に基づき、経
費節減や簡素で迅速な事務処理、民間活力
の活用など平成２２年度から２６年度まで
に取り組む４２の項目を設定。目標数値と
ともに具体的な取り組みを示しています。
閲覧・意見提出期間
３月８日Bから１９日Fまで

【担当：総務課】




